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＜連絡事項＞

・検査センターはお盆期間中の休業はありません。通常通り、集配が2回/日ありますので、時間までに検体を提出して下さい。
・8/23、24日に病棟主催の盆踊り大会を開催します。患者様の参加状況を踏まえ、参加できるスタッフは参加するようお願いします。

＜

・明日、新人看護研修を実施致します。
対象：今年度入職の看護スタッフ
研修内容：「コミュニケーションと接遇」
指導者：島守　広恵NS
時間： 11：10～11：40　　17：10～17：40
※昼の研修は昼食を取りながらでもかまいません。

・お盆期間中のオムツの発注についてと諏訪様のオムツについての連絡です。

まず、お盆期間中の発注についてですが期間中でも発注を受け付けて下さるそうなのでお盆期間中も普段と同じように、オムツ棚の在庫が少なくなりましたら準夜勤務者が発注を行ってください。

また、諏訪様のオムツですが現在リハビリパンツ、オムツカバー、フラットパット3種類(普通サイズ、スーパーワイド、ビッグ)を使用しているようですが日中は本人へ確認するとトイレにて排泄することが出来ているようです。なので、ご家族様の負担を減らすためにも日中はリハパンのみで夜間はオムツカバーと尿取りパット(ビッグ)で一週間ほど様子を見ていきたいと思います。何か意見等ありましたら排泄担当まで宜しくお願い致します。

＜患者様連絡事項＞

・松倉　金作様～臨時薬(ファモチジン、ウルソ、シグマート、パチュナ、バファリン、アムロジピン)が同内容で7日分継続処方となり、以後定期となります。

・織田比佐子様～佐々木泌尿器科へ受診しています。尿検査と腹部エコー検査を実施した結果、出血性膀胱炎の疑いとの診断です。薬は抗生剤服用したほうが良いとのこと。当院主治医より処方してもらえればとのことで主治医報告しています。クラビット(500)1T 1×夕5日分処方となり、8/13(月)検尿指示あります。紹介状は中野Drに確認してもらって下さい。ご家族の方には今回の受診の結果を連絡しています。これからも血尿が続くようなので、排泄物の観察や尿測を継続し看護で確認するようにして下さい。

・諏訪　良三様～本日ツ反判定行っています。結果陰性です。

・櫛桁　武男様～本日14：15長男夫婦付き添いにて車椅子で入院となっています。

　　　　　　　　徐々に車椅子からの立ち上がりあり、歩行の不安定さ見られ常時見守り要しています。不整脈・息切れ見られていますが、顔色は良好です。

　　　　　　　　処方は退院時持参した内服薬（8/21まで）、入院時の検査は行わないとの事です。

　　　　　　　　次回受診日は9/10の予定です。時間については確認が取れていませんので、確認し、外出届けを主治医へ提出お願いします。

　　　　　　　　シャワー入浴は可ですが、患部を濡らさないようにとの事です。

　　　　　　　　介護保険の申込みについて促し、今後申請予定としています。

　　　　　　　　家族様への連絡については第一に長男妻様へお願いします。妻様、午前中はパートしているとの事ですので、午前中の連絡はパート先へ、午後は自宅か携帯へお願いします。長男様は9時～17：30は携帯電話には出れないとの事です。

＜田名部Dr患者様連絡事項＞

・木ノ下　ツヨ様～午後より不機嫌さありましたが、診察時は不機嫌さなく穏やかに話されています。ヒューマリンR皮下注指示10日～16日までの処置箋もらっています。又、低血糖時と便秘時の予測指示が22日まで継続となっています。

・河村　勝男様～背部の痒み訴えあり、臨時薬のアレグラが継続で7日分処方となっています。

・下道　卯之松様～診察時帰宅要求聞かれていますが、興奮することはありません。臨時薬は変更なく、継続で7日分処方となっています。

・永洞　恭子様～手指振戦あり。又、日中の眠気あることから臨時薬のリボトールが1×朝後から1×夕後へ変更、7日分処方となっています。又便秘時の予測指示が22日まで継続となっています。

・岩館　賢一郎様～発熱はなく、状態安定してきています。臨時薬のクラビットは中止となり、便秘時の予測指示22日まで継続となっています。

・北山　和子様～便秘時と摘便の予測指示が22日まで継続となっています。

・中村　文俊様～排便-3日。主治医報告し、便秘時の予測指示(22日まで)とシンラック液1本処方となっています。

・便秘時予測指示(9日～22日まで)～飛鳥公平様、鈴木サダ、山下ヨシ様、島脇てる様、吉田トキ様、藤田金弘様、中野英男様、橋本万様

＜作業報告＞

～ABユニット～

・下道　卯ノ松様～　8/7のプログラムでは、繰り返し参加の声がけをしたのですが、ひとりAホールで過ごされています。中庭に誘い園芸の話をすると、土や野菜の作り方を具体的内容でスタッフに説明されるのですが、棟内に戻るとすぐに帰宅要求が聞かれています。

　　　　　　　帰宅要求に対するスタッフとのやり取りに関しては数分で忘れるのですが、そ「約束事」をすると忘れずに覚えている傾向が見られています。少しでも気分が紛れるよう、中庭散策を積極的に実施してきます。

・西沢　正様～　千葉良Drからも話がありましたが、最近スタッフへの話しかけ、繰り返し確認と許可を求める様子が伺えます。良Drの所見では、面会が無いことが原因なのではとのことです。今後も経過を観察していきます。

～CDユニット～

・松倉　金作様～　プログラム中の体操は、時折自主的に行いますが、スタッフの声がけが必要です。痛みの訴えは聞かれていません。今後も身体状態に注意しながらプログラムを実施していきます。

・諏訪　良三様～体操を自主的に取り組まれており、スタッフの話も穏やかに聞かれています。日時の見当識障害は見られますが、生年月日と出生地は正解され、昨日のプログラムは覚えていました会話の中で、学歴や指導をする立場であったという内容が繰り返し聞かれています。また、昔のことを思い出され、感情失禁してしまう場面もありました。

＜心理から＞

・浅野　秀子様に週一回、スタッフの付き添いで呼吸法を実施しています。また、その他の日は本人にやってもらうよう話しています。

＜症例検討＞

· 諏訪　良三様　年齢74歳　

疾患名：混合型型認知症　　　合併症：大腸ポリープ

医師方針･･･認知症状の周辺症状の鎮静を図る。
本人の希望･･･入院する必要は無いと話している。
家族の希望･･･施設検討中。
＜入院前の問題点(精神症状、生活能力)＞

H20年2月に脳出血を発症。退院後は施設入所となるが、不眠や目覚まし時計を分解する等の奇異行動が認められていた。H22年6月頃より、興奮性・易怒性が出現。暴言や他利用者に対しての罵声、被害妄想が出現。H23年夏頃にかかりつけ医より八戸赤十字病院[精神科]へ紹介となっていた。同院での薬物療法により、大きな興奮を呈することは少なくなっていた。その後かかりつけ医の往診にて対応していたが、施設内での暴言、易怒性等は持続していた。最近になり、睡眠不安定、介護への抵抗、幻覚・妄想、他入居者に対して「車椅子にぶつかっただろ、娘が警察官だから逮捕してやる」と怒鳴ることがあった。

上記症状により、同施設での対応が困難となっており、H24.7.25はちのへ認知症疾患医療センターを初診。薬物療法行うも症状持続していた。

H24.8.1家族・担当ケアマネ・ヘルパー同伴にて受診。施設での対応が困難であり、上記症状の鎮静化・安定化を図ることを目的として、同日、東病棟Aユニットへ入院となる。
＜入院中の経過＞

H24.8.1御家族、担当ケアマネ付き添いにて入院。

入院に対し、納得していない様子はあるが、スタッフ介入に対する粗暴性は無く、疎通は良好。

入院時バイタルサインに異常は見られず。

車椅子で経過しているが、転倒や転落等のトラブルは無く、他危険行為も無く経過。

食事摂取量は十分ではなく、昼食は水分のみ。夕食も全体の1/3のみ。嚥下に問題は見られず、咀嚼も問題無し。

服薬は拒否的であり、再三の促しと説明にて服用（拒薬時の予測指示あり）。

排泄はオムツ使用。トイレ誘導での自尿も確認している。

夜間のまとまった睡眠はとれている。

（問題点）

認知症の症状（暴言）により、周囲とのトラブルの可能性がある

また、入院治療に対する理解が乏しく、拒薬等の治療に対する拒否が出現する可能性がある。
＜現在の様子＞　入院形態：医療保護入院第33条第2項→今後早急に保護者選任の手続きを行う必要あり。

保護者：諏訪　俊雄様　続柄：弟→八戸市内にて妻・次女と同居。本人の支援を中心となって行っている。治療に対しても協力的である。また、階上町にも弟がおり、こちらも治療協力は可能。

[備考]

＊介護保険：要介護度5（有効期限：～H24.9.31）→更新手続き申請済み

担当ケアマネージャー：居宅介護支援事業所「ちびき」　後藤様

＊老齢厚生年金受給中：10～11万円程度

＊現在、特別養護老人ホー等への入所申し込みを行っている。今後は介護老人保健施設等への入所申し込みを行っていただくこととしている。

＊現在入所している「シニアパンション八戸・田面木」は入所継続をすること

で、賃貸料が発生する為、費用の捻出が困難であることから、入院後に退所の手続きを行っていく。その為入院期間中に次の受け入れ施設の調整を行っていく必要がある。
＜今後の必要と考えられる支援＞

入院期間は概ね3ヶ月。現在入所している施設は入院期間中も契約継続が可能であるが、家賃などの費用負担が必要となり、家族が支払が困難であることと、施設の入居者が本人に対して強い恐怖心を持つようになっているなど、環境的な要因から、退院後の受け入れ継続が困難であるとのことで、今後退所の手続きを取っていくこととなっている。当院退院後の処遇については施設への入所を希望していることから、施設申し込みを複数行って頂くよう伝え、ケアマネへの協力依頼も行っている。

退院後の施設入所のことや、車椅子についての家族とのやりとりをSW長谷部さんに確認中です。また、入院証明書のサインを2～3日後、家族が来院した際にもらう予定です。

　これからADLの保持と周辺症状の緩和を行いながら退院へ向けて支援していきましょう

